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HAふIADOORI―Site is seated on Higashidori―mura, S m k ta―gun, AomOri―prefecture
The research of excavation郡ァas proceedi g by the educational co■lission of Aomori―prefecture
This site was a vi■age of a grOup of SAWIURAIS lived in HA]ヽIADOORI and they were
prospered fronl the 16th century tO the 17th century
ln this report,、ve alk about the scale,the plane,and the structure of the houses鞘「hich they
builed and lived here  The hOuses、、as dug some holes and planted the pillar directly in the
ground The type of the house―plan wa  MAEZASHIKI―卜lIふ′I DOR ―the three room
house
















鉄工房跡 (1基),竪穴 (1棟),集団墓地 (火葬
墓 8基)などが検出されている。また出土した
遺物は,多量の陶磁器,古銭,小柄,船釘,建
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建築工学科助教授
物釘,鉄滓,煙管等の多種にわたっている。
ここで検出された掘立柱建物跡は,社寺定築
跡や城郭建築跡といったものではなくて,すべ
て住宅跡とみられるものである。そしてそれら
は,小柄や多数の陶磁器類の出土からしても,武
士階級のものと認められるものである。さらに
ここでは,南西の丘の上に集団墓地が形成され
ており,小銀治跡も検出されている。井戸跡は
ないものの,すぐ北側を流れる折戸川が水場に
当てられていたと考えられることなどから,短
い一時期であっても,小さな集落が営まれてい
たものとみることができよう。
この遺跡は,出土した陶磁器類の検討から,16
世紀の最末期から17世紀のごく初頭のものと
位置づけられている。しかしこの時期にお″ナる
建築史の資料は意外と少なく, ことに住宅史・
民家史の上では遺構の数も極めて少ないり。こ
の遺跡の掘立柱建物跡について検討されたさま
ざまな事柄は,そのままこの時期の住宅史・民
家史にとって貴重な資料 とな りうるものであ
る。
発掘調査にあたって,建築担当の調査員とし
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